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	 27)	 市川剛，志村直人，有阪治 :  成長障害 . 山城雄一郎　編 , ナースのための小児病態生理事典 . ヘル

ス出版 . pp.8-14, 2009.
	 28)	 山田裕美，吉原重美 :  非アトピー型喘息 . 2009年　別冊　新領域別症候群シリーズ　呼吸器症候

群（第2版）II－その他の呼吸器疾患を含めて－ . 日本臨床社 . pp.126-127, 2009.
	 29)	 山田裕美，吉原重美 :  小児気管支喘息における乳児喘息の特異性―病態，診断，治療，予後は？ . 

秋山一男編集　他編 , EBMアレルギー疾患の治療2010-2011. 中外医学社 . pp.122-125, 2009.

【研究報告等】

	 1)	 有阪治，市川剛，小嶋恵美，小山さとみ，西連地利巳 : Adiposity reboundと代謝異常との関係に

関するコホート研究 . 厚労省小児期のメタボリックシンドロームに対する効果的な介入方法に関

する研究班平成20年度報告書 . pp.5-7, 2009.
	 2)	 有阪治，横谷進，田中敏章，雨宮伸，長谷川奉延，田中弘之，原田正平，松浦信夫 : 内分泌疾患

領域における未承認薬，適応外使用の現状調査 . 厚労省小児等の特殊患者に対する医薬品の製剤

改良その他有効性及び安全性の確保のあり方に関する研究班平成20年度報告 . pp.259-263, 2009.
	 3)	 有阪治，島田由紀子 : 胎生期性ホルモンの空間認知能への影響を粘土の造形表現からみた検討 . 

文科省科学研究費補助金，萌芽研究課題番号19590270，平成20年度報告書 . 2009.
	 4)	 黒澤秀光 : 難治性小児白血病におけるアポトーシス抑制蛋白SURVIVINの発現機構の解明 . 平成

18年度～平成20年度科学研究費補助金基盤研究C研究成果報告書 . 2009.
	 5)	 今高城治 : 小児期に発症する急性脳症における中枢性ベンゾジアゼピン受容体の脳内分布 . 平成

18年度～平成20年度　文部科学省科学研究費補助金　若手研究（B）. 2009.
	 6)	 今高城治 : 重度の中枢神経疾患と慢性呼吸不全を併発した超重症児における在宅人工呼吸器療法 . 
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勇美記念財団　平成20年度（後期）在宅医療助成金（財）在宅医療助成 . 2009.

【学会・研究会発表】

	 1)	 Imataka G, Katashio H, Wake K, YamanouchiH, Arisaka O: Problems and future prospects 
regarding the mild brain hypothermia therapy protocol for infant. The 4 th Congress of Asian 
Society for Pediatric Research (ASPR), Hawaii, 2008-5-3 ～ 6.

	 2)	 Imataka G, Yamanouchi H, Arisaka O: Two cases of asperger syndrome that were diagnosed 
at 2 years of age. The 12 th Congress of Infantile Seizure Society (ISS), Kurume, 2009-5-9 ～

11.
	 3)	 Chohunabayashi N, Sugiyama K, Kato M, Kimura T, Mochizuki H, Yasuba H, Yoshihara S, 

Fukuda T, Morikawa A, Adachi M: Impact of inhaled corticosteroid prescription at discharge 
from the emergency department on exacerbations of asthma in Japanese educational 
hospitals. ATS international conference, San Diego, 2009-5-18.

	 4)	 Imataka G, Yamanouchi H, Arisaka O: Neuro-radiological analysis and clinical presentation 
with ADEM due to cytomegalovirus infection. The 5th Congress of Asian Society for Pediatric 
Research (ASPR), China, 2009-5-21 ～ 24.

	 5)	 Imataka G, Nitta A, Yamanouchi H, Watanabe H, Suzumura H, Arisaka O: The life prognosis 
of trisomy 13 receving intensive treatment. The 8 th Congress of East Asian Union of Human 
Genetics (EAUHG), Sapporo, 2008-6-19.

	 6)	 Yoshihara S: Prevention and therapy for allergic diseases in children. The first Asia-pacific 
conference on health promotion and education, Chiba, 2009-7-19.

	 7)	 Imataka G, Yamanouchi H, Arisaka O: High dose Phenobarbital suppositories as an initial 
therapy for benign infantile convulsion with mild gastroenteritis. The 10th Congress of Asia 
Oceania Child Neurology Association (AOCNA), Korea, 2009-6-10 ～ 13.

	 8)	 Koyama S, Ichikawa G, Yamazaki Y, Kojima M, Shimura N, Arisaka O: Early adiposity 
rebound is associated with metabolic status representative of metabolic syndrome at 12 years 
of age: A Cohort study. LWPES/ESPE 8th Joint Meeting, New York, 2009-9-9 ～ 12.

	 9)	 Imataka G, Arisaka O: Long-term high-dose intravenous IVIg in a 2-year-old girl with Banker 
type juvenile dermatomyositis. The 11th World Congress of Pediatric Dermatology (WCPD), 
Thailand, 2009-11-17 ～ 19.

	 10)	 有阪治 : Adiposity reboundと代謝異常との関係に関するコホート研究 . 厚労省小児期のメタボ

リックシンドロームに対する効果的な介入方法に関する研究班成果報告会 , 品川区 , 2009-1-16.
	 11)	 水口敬 ,朝戸裕貴 ,大和田葉子 ,篠原真咲 : き弱な皮膚における創傷被覆材の選択とその使用方法

の工夫～劣性栄養障害型表皮水疱症における使用経験～ . 第1回日本創傷外科学会 , 千代田区 , 
2009-1-16 ～ 17.

	 12)	 有阪治 : 内分泌疾患領域における未承認薬，適応外使用の現状調査 . 厚労省小児等の特殊患者に

対する医薬品の製剤改良その他有効性及び安全性の確保のあり方に関する研究班成果報告会 , 港
区 , 2009-1-21.

	 13)	 吉原重美 : ウイルス感染と気管支喘息 . 愛知県小児喘息フォーラム2009, 名古屋市 , 2009-1-24.
	 14)	 吉原重美 : 小児気管支喘息の最新の治療～ 2008ガイドライン改訂を踏まえて～ . 栃木県医師会 , 

宇都宮市 , 2009-1-29.
	 15)	 吉原重美 : 気管支喘息とRSウィルス . 第17回小児臨床薬理・アレルギー・免疫研究会 , 宇都宮市 , 

2009-1-31.
	 16)	 福田啓伸，阿部利夫，西田光宏，吉原重美 : アナフィラキシーとアドレナリン自己注射液 (エピペ
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ン）. 第17回小児臨床薬理・アレルギー・免疫研究会 , 宇都宮市 , 2009-1-31.
	 17)	 福田典正 , 土屋喬義 , 山田裕美 , 福田啓伸 , 吉原重美 : 開業医 (小児アレルギー科）の立場から . 第

17回小児臨床薬理・アレルギー・免疫研究会 , 宇都宮市 , 2009-2-1.
	 18)	 萩澤進，福田啓伸，杉山史弘，奥谷真由子，佐藤雄也，松下卓，福島啓太郎，黒澤秀光，杉田憲一，

松田和之，矢部みはる，小池健一，有阪治 : Bu+Flu+L-PAMの前処置による非血縁骨髄移植で拒

絶されTBI+Cyの臍帯血移植で生着したJMMLの男児例. 第31回日本造血幹細胞移植学会, 札幌市, 
2009-2-5 ～ 6.

	 19)	 奥谷真由子，仲島大輔，萩沢進，大和田葉子，福島啓太郎，黒澤秀光，加納健一，杉田憲一，有阪治 : 
同種骨髄移植後に膜性腎症を発症した若年性骨髄単球性白血病の1例 . 第31回日本造血細胞移植

学会総会 , 札幌市 , 2009-2-5 ～ 6.
	 20)	 黒澤秀光，松下卓，桑島成子，奥谷真由子，萩澤進，佐藤雄也，福島啓太郎，杉田憲一，有阪治 : 

肝臓に多発性結節性病変を認めた同種骨髄移植後の神経芽腫2例 . 第31回日本造血幹細胞移植学

会 , 札幌市 , 2009-2-5 ～ 6.
	 21)	 吉原重美 : 小児喘息の薬物治療フロントライン . 桐生厚生病院勉強会 , 桐生市 , 2009-2-13.
	 22)	 宮本健志 , 坪井龍生 , 鈴村宏 , 有阪治，多田和美，渡辺博 : 胎児診断に難渋した大動脈縮窄症，左

室緻密化障害を合併したEbstein奇形の一例 . 第15回日本胎児心臓病研究会 , さいたま市 , 2009-
2-13.

	 23)	 福田啓伸，吉原重美，萩澤進，福島啓太郎，堀米史子，岡本健太郎，土岡丘，藤原利男，有阪治 : 
ミルクアレルギーの合併により診断が難渋したヒルシュスプルング病の一例 . 第9回食物アレル

ギー研究会 , 東京 , 2009-2-14.
	 24)	 山田裕美，吉原重美 , 有阪治 : 栃木県内幼稚園および小学校における食物アレルギー児の実態調査 . 

第9回食物アレルギー研究会 , 東京 , 2009-2-14.
	 25)	 福島啓太郎 : Voriconazoleによる抗腫瘍療法時の深在性真菌症の治療－小児における投与量と血

中濃度の検討 . 第10回真菌症フォーラム , 名古屋市 , 2009-2-21.
	 26)	 吉原重美 : 栃木県における学校現場での食物アレルギーの実態とその対策 . 第15回アレルギー週

間講演会 , 宇都宮市 , 2009-2-26.
	 27)	 吉原重美 : 小児のアレルギー性鼻炎の治療戦略 . 水戸アレルギーフォーラム , 水戸市 , 2009-2-26.
	 28)	 吉原重美 : 小児気管支喘息の治療戦略～ガイドライン2008改訂を踏まえて～ . 旭川小児喘息セミ

ナー , 旭川市 , 2009-3-4.
	 29)	 有阪治 : 小児肥満とメタボリックシンドローム . 平成20年度第2回学校医研修会，兵庫県医師会 , 

神戸市 , 2009-3-5.
	 30)	 吉原重美 : 長時間作動型β2刺激薬の位置付け . 第5回Abbot Pediatric Asthma Meeting in 

Hokkaido, 札幌市 , 2009-3-7.
	 31)	 山田裕美，吉原重美，有阪治 : RSV細気管支炎における痰中Creolr Bodyの臨床的意義，―喘息

発症予測因子になり得るか―. 第5回呼吸器バイオマーカー研究会 , 東京 , 2009-3-7.
	 32)	 吉原重美 : 小児喘息の治療戦略～ 2008ガイドライン改訂のポイント～ . 島根県小児科医会学術講

演会 , 松江市 , 2009-3-14.
	 33)	 宮本健志 , 市川剛 , 坪井龍生 , 小山さとみ，志村直人 , 鈴村宏 , 有阪治 : 子宮内発育不全児での動脈

内膜中膜複合体厚と IGF-1濃度およびLDL粒子径との関係 . 第6回日本小児栄養研究会 , 板橋区 , 
2009-3-14.

	 34)	 吉原重美 : 小児気管支喘息管理・治療ガイドライン改訂のポイント . 桶川市医師会学術講演会 , 桶
川市 , 2009-3-19.

	 35)	 吉原重美 : 小児喘息治療のup-to-date. 東京城西地区講演会 , 東京 , 2009-3-26.
	 36)	 吉原重美 : 小児気管支喘息ガイドライン2008―気管支拡張剤の役割―. Hokunalin Tape 10th 

Aniniversary Pediatric Asthma Symposium, 東京 , 2009-3-28.
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	 37)	 渡部功之 , 市川剛 , 福田啓伸 , 栗林良多 , 宮本健志 , 坪井弥生 , 新田晃久 , 鈴村宏 , 有阪治 : 新生児期

に発熱で発症した無痛無汗症の1例 . 第116回日本小児科学会栃木県地方会 , 壬生町 , 2009-3-29.
	 38)	 志村直人，市川剛，神原亜紀子，小山さとみ，小澤武史，有阪治 : 発汗過多から発見された神経

芽細胞腫の1女児例 . 第116回日本小児科学会栃木県地方会 , 壬生町 , 2009-3-29.
	 39)	 刈屋桂，坪井龍生，平尾準一，有阪治 : Infliximabが有効であったガンマグロブリン不応川崎病

の男児例 . 第116回日本小児科学会栃木県地方会 , 壬生町 , 2009-3-29.
	 40)	 久松聖人，山﨑弦，西田光宏，有阪治 : 生後1か月で発症した百日咳の2例 . 第116回日本小児科

学会栃木県地方会 , 壬生町 , 2009-3-29.
	 41)	 山田裕美 , 吉原重美 : 栃木県内園・学校における食物アレルギー対応の実態調査 . 第116回日本小

児科学会栃木県地方会 , 壬生町 , 2009-3-29.
	 42)	 吉原重美: JPGL2008の改訂と喘息長期管理への効果 β2刺激薬. 第1回小児気道アレルギーフォー

ラム , 東京 , 2009-4-11.
	 43)	 吉原重美 : 小児喘息治療における最近のトピックス . 第484回長野市小児科集談会 , 長野 , 2009-4-

15.
	 44)	 西田光宏，山崎弦，吉原重美，福島啓太郎，有阪治 : 小児喘息コントロールテスト（C－ACT）

の有用性の検討 . 第112回日本小児科学会学術集会 , 奈良市 , 2009-4-17 ～ 19.
	 45)	 山田裕美 , 吉原重美 , 有阪治 : 保育園・幼稚園・小・中学校における食物アレルギー児の給食対応

の比較検討 . 第112回日本小児科学会学術集会 , 奈良市 , 2009-4-17 ～ 19.
	 46)	 宮本健志 , 市川剛 , 坪井龍生 , 新田晃久 , 鈴村宏 , 有阪治 : 子宮内発育不全児における大動脈内膜中

膜複合体厚と IGF-I濃度について . 第112回日本小児科学会学術集会 , 奈良市 , 2009-4-17 ～ 19.
	 47)	 鈴村宏 , 新田晃久 , 渡部功之 , 山内秀雄 , 有阪治 , 作田亮一 , 村上信行 : 出生時から全く体動がなく，

剖検で脊髄の脱髄を認めた1女児例 . 第112回日本小児科学会学術集会 , 奈良市 , 2009-4-17 ～ 19.
	 48)	 桑島成子 , 鈴村宏 : 胎児MRIによる消化管閉鎖の出生前診断 . 第112回日本小児科学会学術集会 , 

奈良市 , 2009-4-17 ～ 19.
	 49)	 福田啓伸，吉原重美，西田光宏，山田裕美，阿部利夫，有阪治 : 健常と損傷皮膚におけるツロブ

テロール標準貼付剤と後発品との皮膚移行性の比較検討 . 第112回日本小児科学会学術集会 , 奈良

市 , 2009-4-17 ～ 19.
	 50)	 吉原重美 : 小児気管支喘息とウイルス感染 . 第112回日本小児科学会学術集会 , 奈良市 , 2009-4-17

～ 19.
	 51)	 佐藤雄也，奥谷真由子，萩澤進，松下卓， 福島啓太郎，黒澤秀光，山内秀雄，杉田憲一，有阪治 : 

A群溶連菌敗血症関連重症合併症を発症した悪性疾患患児例の検討 . 第112回日本小児科学会学

術集会 , 奈良市 , 2009-4-17 ～ 19.
	 52)	 志村直人，市川剛，小山さとみ，神原亜紀子，有阪治，佐々木成，Bichet G Daniel: AVPR2遺伝

子の欠失を認めた腎性尿崩症の一家系 . 第112回日本小児科学会学術集会 , 奈良市 , 2009-4-17 ～

19.
	 53)	 市川剛，山崎弦，小嶋恵美，小山さとみ，志村直人，西連地利己，有阪治 : 幼児期BMI rebound

と学童期での動脈硬化形成性リスクとの関係（第2報）. 第112回日本小児科学会学術集会 , 奈良市 , 
2009-4-17 ～ 19.

	 54)	 小山さとみ , Laura J Cobb, Hemal H Mehta, Navindra P Seeram, David Heber, 有阪治 , 
Pinchas Cohen: ザクロ抽出物による前立腺癌細胞でのアポトーシスの誘導と IGF-IGFBP axisと
の関連 . 第82回日本内分泌学会 , 前橋市 , 2009-4-23 ～ 25.

	 55)	 宮本健志 , 坪井龍生，有阪治 : 子宮内発育不全児における大動脈内膜中膜複合体厚の検討 . 第20
回心エコー図学会 , 高知市 , 2009-4-23.

	 56)	 吉原重美 : 小児気管支喘息治療のトピックス . 栃木県小児アレルギー Expert Meeting2009, 宇都

宮市 , 2009-4-24.
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	 57)	 吉原重美 : 児アレルギー疾患治療のUp-to-date. 大分市小児科医会 , 大分市 , 2009-5-13.
	 58)	 宮本健志 , 二木克之 ,加納優治，坪井龍生，鈴村宏，有阪治 : 呼吸障害で発見された重症僧房弁閉

鎖不全の一例 . 第4回栃木循環器病研究会 , 宇都宮市 , 2009-5-21.
	 59)	 吉原重美 : 小児気管支喘息Up-to-date ～エビデンスからみた最新治療戦略～ . 長崎大学小児科ア

レルギー勉強会 , 諫早市 , 2009-5-23.
	 60)	 志村直人，市川剛，神原亜紀子，小山さとみ，有阪治， 西田光宏，山崎弦，藤田律子，加藤有美，

高橋暁子 : 大田原市小児生活習慣病健診としてのHbA1c測定と耐糖能異常の早期発見 . 第52回日

本糖尿病学会 , 大阪市 , 2009-5-21 ～ 24.
	 61)	 吉原重美 : 小児アレルギー疾患の最近の話題 . 花巻市医師会学術講演会 , 花巻市 , 2009-5-25.
	 62)	 吉原重美 : 乳児喘息の診断と治療 . 第26回小児日本難治喘息・アレルギー疾患学会 , 福岡市 , 

2009-5-31.
	 63)	 福田典正，福田由紀美，廣田直子，高野清美，白寄由美子，今村祥美 , 吉原重美 : 当院患者アンケー

トにみる望ましい患者パンフレットのあり方の一考案 . 第26回小児日本難治喘息・アレルギー疾

患学会 , 福岡市 , 2009-5-30 ～ 31.
	 64)	 福田由紀美 , 福田典正 , 廣田直子，高野清美 , 白寄由美子今村祥美 , 吉原重美 : 当院患者アンケー
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型心筋炎の1症例 . 第118回日本小児科学会栃木県地方会 , 下野市 , 2009-11-1.
	131)	 吉原重美 : 乳幼児喘息をどう治療するか！ . 岐阜BABY SYMPOSIUM, 岐阜 , 2009-11-6.
	132)	 有阪治 : 小児の思春期異常 -思春期早発症と思春期遅発症 . 前橋市小児科医会 , 前橋市 , 2009-11-9.
	133)	 有阪治 : 小児のメタボリックシンドロームの最新知見─特に，将来の肥満・代謝異常を予想する

アディポシティリバウンドの意義について─ . 第103回お茶の水会 , 文京区 , 2009-11-12.
	134)	 福島啓太郎，黒澤秀光，杉田憲一，有阪治 : 当科におけるPFAPA症候群9例の臨床像 . 第41回日

本小児感染症学会 , 福井市 , 2009-11-15.
	135)	 吉原重美 : ウイルス感染と小児気管支喘息 . 熊本アレルギー研修会2009, 熊本 , 2009-11-19.
	136)	 吉原重美 : 小児喘息の診断・治療のUp-to-date. 釧路市医師会学術講演会 , 釧路市 , 2009-11-20.
	137)	 吉原重美 : 小児気管支喘息診療のUp-to-date. ぐんま小児喘息フォーラム , 前橋市 , 2009-11-26.
	138)	 吉原重美 : 小児のアレルギー性鼻炎の診断と治療 . 群馬県耳鼻咽喉科学術講演会 , 前橋市 , 2009-

11-28.
	139)	 大嶋宏一，康勝好，小川千登世，富沢大輔，嶋田博之，福島啓太郎，藤村純也，徳山美香，長谷

川大輔，太田節雄，高橋浩之，真部淳，熊谷昌明，菊地陽，小原明，花田良二，土田昌宏 : 東京
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小児がん研究グループ小児急性リンパ性白血病治療12から15次研究におけるBCP-ALL-NCI-SR
群治療成績の検討 . 第51回日本小児血液学会 , 浦安市 , 2009-11-27 ～ 29.

	140)	 黒澤秀光，三井哲夫，松下卓，奥谷真由子，萩澤進，佐藤雄也，福島啓太郎，平尾準一，杉田憲一，

小林正夫，有阪治 : G-CSFRの細胞外ドメインに変異を認めた先天性好中球減少症 . 第51回日本

小児血液学会 , 浦安市 , 2009-11-27 ～ 29.
	141)	 杉田真弓，工藤寿子，安藤久美子，金子隆，佐藤武幸，佐藤雄也，田野島玲大，野中俊秀，福岡

講平，福島啓太郎，森脇浩一，木下明俊，太田節雄，熊谷昌明，花田良二，土田昌宏 : 小児にお

けるイトラコナゾール内用液投与時の血中濃度ならびに安全性の検討 . 第51回日本小児血液学会 , 
浦安市 , 2009-11-27 ～ 29.

	142)	 赤羽弘資，犬飼岳史，廣瀬衣子，黒田各，根本篤，加賀美恵子，合井久美子，後藤裕明，黒澤秀光，

杉田完爾 : 17:19転座に由来するE2A-HLF融合転写因子による急性リンパ性白血病でのCD33発
現誘導の機序 . 第51回日本小児血液学会 , 浦安市 , 2009-11-27 ～ 29.

	143)	 佐藤雄也，松下卓，福島啓太郎，奥谷真由子，萩澤進，黒澤秀光，杉田憲一，有阪治 : 酢酸オク

レオチド投与によりL-アスパラギナーゼによる膵炎を回避できたT-ALL男児例 . 第51回日本小

児血液学会 , 浦安市 , 2009-11-27 ～ 29.
	144)	 鈴村宏，高橋尚人，新田晃久，有阪治 : 栃木県における2008年度RSウイルス感染症入院症例の

在胎週数調査 . 第54回日本未熟児新生児学会 , 横浜市 , 2009-11-29 ～ 12/1.
	145)	 渡部功之，新田晃久，鈴村宏，有阪治 : 在胎22・23週児の成長・発達予後 在胎22・23週で出生

した児の聴覚予後 . 第54回日本未熟児新生児学会 , 横浜市 , 2009-11-29 ～ 12/1.
	146)	 杉田憲一 : 小児疾患のキャリーオーバーの問題点 . 宮頸がん撲滅への医療連携講演会 , 壬生町 , 

2009-11.
	147)	 杉田憲一 : 小児救急医療の実際 . 第2回小児科診療医師研修会 , 栃木市 , 2009-11.
	148)	 福田謙，志村直人，久松聖人，市川剛，小山さとみ，有阪治 : シトステロール血症の兄妹例 . 第

23回小児脂質研究会 , 福岡市 , 2009-12-4.
	149)	 阿部利夫，吉原重美，山田裕美，土屋喬義 : JPACおよびアンケートによる当院喘息児の実態調査1. 

第46回日本小児アレルギー学会 , 福岡市 , 2009-12-5.
	150)	 吉原重美 : RSウイルス感染と小児喘息 . 庄内アレルギー講演会 , 鶴岡市 , 2009-12-18.
	151)	 吉原重美 : ウイルス性喘鳴と小児喘息 . The 17th Symposium of Asthma in Tokyo, プレナリーシ

ンポジウム「喘息サブタイプ」, 東京 , 2009-12-26.
	152)	 西田光宏 , 山崎弦 , 福田啓伸 , 吉原重美 , 有阪治 : 喘息児の症状安定期における経ステロイド薬の

気道可逆性と呼気中一酸化窒素濃度（FENo）変化の検討 . 第46回日本小児アレルギー学会 , 福
岡市 , 2009-12-5 ～ 6.

	153)	 山田裕美，土屋喬義，吉原重美 : 血清TARC値が早期診断に有用だった乳児アトピー性皮膚炎の

一例 . 第46回日本小児アレルギー学会 , 福岡市 , 2009-12-5 ～ 6.
	154)	 菅野訓子，吉原重美，福田啓伸，有阪治，山田裕美，阿部利夫，土屋喬義，西田光宏，佐藤優子，

浅井秀実，安藤保，福田典正，飯村昭子，小野三佳 : アレルギー性鼻炎を合併した小児気管支喘

息に対するmontelukast sodium と fluticasone propionateの有効性の比較検討 . 第46回日本小

児アレルギー学会 , 福岡市 , 2009-12-5 ～ 6.
	155)	 福田啓伸，吉原重美，萩澤進，福島啓太郎，堀米史子，岡本健太郎，土岡丘，藤原利男，有阪治 : 

ミルクアレルギーとヒルシュスプルング病が合併した一例 . 第46回日本小児アレルギー学会 , 福
岡市 , 2009-12-5 ～ 6.

【学術賞】

	 1)	 今高城治 : NICUで集中管理歴を有した13トリソミー症候群の長期予後に関する後向視的研究 . 
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獨協医学会 , 平成21年度　獨協医科大学研究助成金　奨励賞 , 2009-6.
	 2)	 今高城治 : てんかんに関連する基礎・臨床研究業績における学術活動表彰 . 日本てんかん学会 , 

UCB & Otsuka賞　日本てんかん学会 Sponsored Award, 2009-3.
	 3)	 村上康二，秋山一文，窪田植木，今高城治 : 非FDG製剤によるポジトロンCTの臨床応用 . 獨協

医学会 , 平成20年度　獨協医科大学研究助成金　関湊賞（共同研究）, 2008-6.

【公開講座】

	 1)	 杉田憲一 : 児童生徒の心の問題 . 芳賀郡市学校保健研究大会 , 真岡市 , 2009-1.
	 2)	 杉田憲一 : こどもの病気の見方 . 日光市骨髄バンク登録推進協議会講演会 , 日光市 , 2009-2.
	 3)	 杉田憲一 : 乳幼児の病気の早期発見 . 栃木県幼稚園連合会 , 宇都宮市 , 2009-6.
	 4)	 杉田憲一 : 乳幼児期の疾患と治療 . 宇都宮小児科医会・宇都宮市乳児健診受託医療機関研修会 , 宇

都宮市 , 2009-6.
	 5)	 杉田憲一 : 子どもの病気とけが～こんなときどうするの？～ . はっぴぃ MaMa，　2009年講座（後

期）第1回 , 上三川町 , 2009-9.
	 6)	 吉原重美 : 子どものアレルギー疾患と食事について . 県東健康福祉センター , 真岡市 , 2009-2-10.
	 7)	 吉原重美 : 小児アレルギー疾患の増加とその対応 . 宇都宮市乳児健康診査受託医療機関研修会 , 宇

都宮市 , 2009-3-18.
	 8)	 吉原重美 : 食物アレルギー対応の実際 . 宮の原小学校 , 宇都宮市 , 2009-4-2.
	 9)	 吉原重美 : 学校における食物アレルギー児への対応について . 栃木市学校保健会研修会 , 栃木市 , 

2009-5-8.
	 10)	 吉原重美 : 小児アレルギーの対応について . 平成21年度芳賀郡市学校保健会養護教諭部会研修会 , 

真岡市 , 2009-7-2.
	 11)	 吉原重美 : 小児アレルギーの基礎知識 . 第2回とちぎ健康塾 , 栃木市 , 2009-7-18.
	 12)	 吉原重美 : 施設における食物アレルギー児の健康管理―施設長および健康管理者編―. 平成21年

度県西健康福祉センター食物アレルギー研修会 , 鹿沼市 , 2009-7-30.
	 13)	 吉原重美 : 乳幼児期の食物アレルギーへの対応について . 平成21年度県南健康福祉センター食物

アレルギー研修会 , 小山市 , 2009-8-7.
	 14)	 吉原重美 : 食物アレルギーの知識と対応 . 平成21年度安足健康福祉センター食物アレルギー研修

会 , 足利市 , 2009-8-11.
	 15)	 吉原重美 : 食物アレルギーの現状と対応 . 平成21年度鹿沼市学校保健研修会 , 鹿沼市 , 2009-8-25.
	 16)	 吉原重美 : 学校現場での食物アレルギーの実態とその対策 . 平成21年度壬生町教育会食育部会第

1回研修会 , 壬生町 , 2009-8-27.
	 17)	 吉原重美 : 食物アレルギーの基礎知識と対応について . 平成21年度県東健康福祉センター食物ア

レルギー研修会 , 真岡市 , 2009-8-27.
	 18)	 吉原重美 : 食物アレルギーの基礎知識 . 平成21年度県北健康福祉センター食物アレルギー研修会 , 

矢板市 , 2009-9-3.
	 19)	 吉原重美 : 食物アレルギーについて . 平成21年とちぎコープ生活共同組合講演会 , 宇都宮市 , 

2009-9-24.
	 20)	 吉原重美 : 小児喘息と運動 . メプチンフォーラム2009―吸入療法とアクティビティ―, 東京 , 

2009-11-14.
	 21)	 鈴村宏 : late preterm児に対するRSウィルス感染症の重要性 . RSV Japan Global Expert 

Meeting 2009, 横浜市 , 2009-6-13.
	 22)	 鈴村宏 : 早産児のRSウィルス感染症予防における産科医との連携（在胎33〜35週児について）. 

第99回長野周産期懇話会 , 松本市 , 2009-9-2.
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	 23)	 志村直人，小嶋恵美，有阪治 : 小児生活習慣病予防教室1. 小児生活習慣病予防教室2, 藤岡町 , 
2009-2-3.

	 24)	 志村直人，小嶋恵美，有阪治 : 小児生活習慣病予防教室1. 小児生活習慣病予防教室2, 藤岡町 , 
2009-2-6.

	 25)	 志村直人，市川　剛，神原亜紀子，今高城治，小山さとみ，有阪　治 : 低血糖を繰り返した1型
糖尿病16歳男子例へのレベミルの使用経験 . レベミル発売1周年記念講演会 , 宇都宮市 , 2009-2-
26.

	 26)	 志村直人，小山さとみ : 太田原小児HbA1c健診　医療者側からの報告 . 大田原市小児糖尿病予防

検査担当者検討会 , 大田原市 , 2009-3-13.
	 27)	 志村直人 : 子どもの成長に関する最新の知見 . 第9回学校保健・保健活動セミナー , 宇都宮市 , 

2009-3-7.
	 28)	 志村直人 : 小児の肥満について　何時から太る，どうして太る，どうしたら治る？ . 第10回学校

保健・保健活動セミナー , 宇都宮市 , 2009-8-22.
	 29)	 志村直人，小山さとみ，市川剛，有阪治 : 成長ホルモン治療の光と影 . 第22回栃木県こどもの成

長を考えるフォーラム , 宇都宮市 , 2009-10-29.
	 30)	 志村直人 : 成長ホルモン分泌不全性低身長症 思春期早発症　甲状腺機能低下症 （原因・症状・治

療法・予後・学校での注意点）. 小児慢性特定疾患長期療養児支援事業 , 栃木市 , 2009-11-13.
	 31)	 志村直人 : こどもの成長と成熟〜身長・体重と二次性徴 . 小児慢性特定疾患長期療養児支援事業 , 

栃木市 , 2009-11-30.
	 32)	 大和田葉子 : 尿路感染症 . 平成21年度　栃木県立のざわ特別支援学校　医療的ケア研修会　講話 , 

宇都宮市 , 2009-7-28.
	 33)	 渡部功之，栗林良多，坪井弥生，新田晃久，今高城治，鈴村宏，有阪治 : 当院における新生児痙

攣のデジタルビデオ脳波 . 塩原セミナー , 那須塩原市 , 2009-11.

【新聞記事・書評等】

	 1)	 有阪治 : 朝食抜き，メタボの危険 . 下野新聞 , 下野新聞社 , 2009-9-3.
	 2)	 有阪治 : 離乳食ノート .乳児の肥満への対応 . 赤ちゃんママ , 赤ちゃんとママ社 , 2009-12.
	 3)	 杉田憲一 : リビングマロニエ . 第2回 インフルエンザ  第3回 急性咽頭炎・中耳炎  第4回 予防接

種  第5回 給食がにがて  第6回 熱中症   第7回 患者の兄弟の気持ち  第8回 ながびく咳 , 2009-1
月～ 12月 .

	 4)	 吉原重美 : 食物アレルギー診療のUp-to-date. 教育医事新聞 , 第293号 , 2009-1-25.
	 5)	 吉原重美 : SFCで小児喘息が著名に改善 . Japan Medicine, P8, 2009-2-9.
	 6)	 吉原重美 : 第17回小児臨床薬理・アレルギー免疫研究会から . 教育医事新聞 , 第294号 , 2009-2-

25.
	 7)	 吉原重美 : 食物アレルギーの対応を . 下野新聞 , 第43993号 , 2009-2-27.
	 8)	 吉原重美 : 小児気管支喘息の治療戦略～吸入ステロイド薬を中心に～　アレルギーセミナー :日常

診療におけるアレルギー疾患治療のコツ . Medical Tribune, 2009-3-12.
	 9)	 吉原重美 : 特集；変わる食物アレルギー（重度の食物アレルギーが治った！）. 日経メデイカルオ

ンライン , 2009-4-16.
	 10)	 吉原重美 : 食物アレルギー . 小児保健栃木 , 26号　P18-26, 2009-4.
	 11)	 吉原重美，赤澤晃，森川昭廣 : 小児気管支喘息における新しい治療戦略　配合剤の役割は何か . 

医薬ジャーナル , 45巻　P154-161, 座談会　3月26日 , 2009-6-1.
	 12)	 吉原重美 : アレルギーは慢性疾患 . 読売新聞 , 2009-7-19.
	 13)	 吉原重美，藤澤隆夫，勝沼俊雄，近藤直実 : 小児喘息の早期介入としてのアレルギー治療薬の役
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割―喘息治癒を目指してー . 小児科診療 , 72巻 (8）　P1549-1555, 座談会　4月8日 , 2009.
	 14)	 吉原重美 : ウイルス性喘鳴と乳幼児喘息 . 町田市医師会会報 , 第435号　P1-2, 2009-11-5.
	 15)	 吉原重美 , 松原知代 , 勝沼俊雄 , 赤澤晃 : 乳幼児気管支喘息―今後の方向性，Pediatric Allergy for 

Clinicians. ｴﾙｾﾞﾋﾞｱ・ジャパン , 5巻 P5-11, 座談会　7月10日 , 2009.
	 16)	 吉原重美 : 新型インフルエンザ「卵アレルギーでも大丈夫？」. 下野新聞 , 第44241号 , 2009-11-

8.
	 17)	 吉原重美 , 長谷川久弥 , 望月博之他 : 小児の無呼吸・呼吸困難を多面的に議論 . Medical Tribune, 

No42 P26-27, 2009-11-26.
	 18)	 吉原重美 : 食物アレルギー /アナフィラキシー , 親子でつくる四季の献立 . 栃木県保健福祉部健康

増進課 , P35-42, 2009.
	 19)	 吉原重美 : 小児喘息質問箱 :小児喘息の新しいガイドラインが発表されました．2005年版から変

更になった点は？ . こども喘息くらぶ , No10 P9, 2009.
	 20)	 吉原重美 : 小児気管支喘息 . GSK pharmacist journal, No24　P7-9, 2009.
	 21)	 吉原重美 : アドヒアランス向上のための薬剤選択 . Air, No8　P4-5, 2009.
	 22)	 吉原重美，保澤総一郎，東田有智 : 気管支喘息治療における吸入療法の現状とその課題 . 吸入療法 , 

2巻P6-14, 座談会11月8日 , 2009.
	 23)	 今高城治 : 次世代の大人達のために . 三田文学会ニュースレター 2009. Winter, 2009-1-10.
	 24)	 福田啓伸，阿部利夫，吉原重美 : 胃食道逆流モデルにおける気管支収縮と気道浮腫へのカンナビ

ノイドB2(CB2)受容体活性化による抑制効果 . アレルギーと神経ペプチド , 5巻　P48-49, 文献紹

介3, 2009-2.
	 25)	 福田啓伸，山田裕美，阿部利夫，吉原重美 : 施設紹介―獨協医科大学病院小児科 . 日本小児難治

喘息アレルギー疾患学会誌 , 7巻　P62-65, 施設紹介 , 2009-2-28.

【テレビ・ラジオ等】

	 1)	 吉原重美 : 第2回とちぎ健康塾 . 2009-7-18.
	 2)	 鈴村宏 : NICU ってどんなところ？ . 教えてドクター , CRT栃木放送 , 2009-6-12.
	 3)	 鈴村宏 : 早産で生まれた赤ちゃんのRSウィルス感染の予防 . 教えてドクター , CRT栃木放送 , 

2009-6-19.
	 4)	 今高城治 : 医師が本当に治療すべき対象は・・・. 日経メディカルオンライン , 2009-7-1.
	 5)	 今高城治 : 悲しき移植ツーリズムをなくすためには . 日経メディカルオンライン , 2009-2-17.
	 6)	 今高城治 : 軍事テクノロジーによる平和維持機構の終焉 . 日経メディカルオンライン , 2009-5-1.
	 7)	 今高城治 : 科学が実現する寿命300歳！　その時人類の姿は？ . 日経メディカルオンライン , 

2009-6-3.
	 8)	 今高城治 : 夏の線香花火に「死の瞬間」を思う . 日経メディカルオンライン , 2009-7-10.
	 9)	 今高城治 : 同性婚の合法化が進む米国，対して日本は・・・. 日経メディカルオンライン , 2009-

9-7.
	 10)	 今高城治 : 僕がミイラに思うこと . 日経メディカルオンライン , 2009-9-30.
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